
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ２２０１ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 歴史総合 単位数 ２ 年次 １～４ 

使用教科書 「わたしたちの歴史 日本から世界へ」 （山川出版社） 

副教材等 「わたしたちの歴史 日本から世界へ ノート」 （山川出版社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

地図や資料を参考にしますので、毎回教科書と資料集は忘れないように持ってきてください。 

日々の授業での学習も大事ですが、歴史を題材にした映画・漫画・ゲームなどで慣れ親しむことで、

世界史により興味を持ってもらえると思います。楽しく学んでいきましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

① 世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を

理解し、諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。 

② 時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多

面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、

考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

③ 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、

解決しようとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・近現代の歴史の変化に関

わる諸事象について、世界

とその中の日本を広く相互

的な視野から捉え、現代的

な諸課題の形成に関わる近

現代の歴史を理解するとと

もに、諸資料から歴史に関

する様々な情報を適切かつ

効果的に調べまとめてい

る。 

・近現代の歴史の変化に関わ

る事象の意味や意義、特色な

どを、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現在とのつ

ながりなどに着目して、概念

などを活用して多面的・多角

的に考察したり、歴史に見ら

れる課題を把握し解決を視野

に入れて構想したり、考察、

構想したことを効果的に説明

したり、それらを基に議論し

たりしている。 

・近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、よりよい

社会の実現を視野に課題を主

体的に追究、解決しようとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

/ 

後

期 

 

第
１
部 

近
代
化
と
私
た
ち 

１．１８世紀の世界と東

アジア 

２．産業革命 

３．アヘン戦争と日本 

 

a:１８世紀における世界規模の社会変容とそれに伴う東アジアの社

会変容や動向、その中においての日本の情勢や動向について理解し、

その知識を身につけている。 

b:１８世紀における世界規模の社会変容をもたらした事象の概念や

意義、日本に与えた影響について多角的・多面的に考察し、思考した

り説明したりしている。 

c:１８世紀における世界規模の社会変容とそれに伴う東アジアの社

会変容や動向、その中においての日本の情勢や動向について、主体的

に追求しようとしている。 

定期考

査 

小テス

ト 

定期考

査(論

述) 

ワーク

シート 

授業観

察 

振り返

り 

シート 

ノート 

（プリン

ト） 

４．日本の開国 

５．日本開国期の国際

情勢 

６．開国後の日本社会 

７．市民革命と国民統

合 

 

a:列強諸国のアジアへの進出と日本の開国、開国が日本に与えた影響

や、ヨーロッパの思想の変遷について理解し、その知識を身につけて

いる。 

b:列強諸国のアジアへの進出と日本の開国、開国が日本に与えた影

響、ヨーロッパの思想の変遷とその過程について、多角的・多面的に

考察し、思考したり説明したりしている。 

c: 列強諸国のアジアへの進出と日本の開国、開国が日本に与えた影

響や、ヨーロッパの思想の変遷について、主体的に追求しようとして

いる。 

定期考

査 

小テス

ト 

定期考

査(論

述) 

ワーク

シート 

授業観

察 

振り返

り 

シート 

ノート 

（プリン

ト） 

８．明治維新 

９．富国強兵と文明開

化 

１０．日本の明治初期

の外交 

 

a:江戸時代の終焉から明治新政府の誕生と、新政府が展開した内政、

外交関係の諸政策について、列強諸国のアジア進出と関連付けて理解

し、その知識を身につけている。 

b:列強諸国のアジア進出に関連付けて、幕藩体制の崩壊から明治維新

の流れ、明治新政府の諸政策について多角的・多面的に考察し、思考

したり説明したりしている。 

c:江戸時代の終焉から明治新政府の誕生と、新政府が展開した内政、

外交関係の諸政策について、列強諸国のアジア進出と関連付けて、主

体的に追求しようとしている。 

定期考

査 

小テス

ト 

定期考

査(論

述) 

ワーク

シート 

授業観

察 

振り返

り 

シート 

ノート 

（プリン

ト） 

１１．大日本帝国憲法

の制定 

１２．日本の産業革命

と日清戦争 

１３．帝国主義 

１４．日露戦争と韓国

併合 

a:自由民権運動や日清・日露戦争、明治期の諸産業の興隆、当時の外

交関係や列強諸国の動向や情勢について、諸資料から関連する情報を

獲得し、知識を身につけている。 

b:自由民権運動や日清・日露戦争、明治期の諸産業の興隆、当時の外

交関係や列強諸国の動向や情勢について、多角的・多面的に考察し、

思考したり説明したりしている。 

c:自由民権運動や日清・日露戦争、明治期の諸産業の興隆、当時の外

交関係や列強諸国の動向や情勢について、主体的に追求しようとして

いる。 

定期考

査 

小テス

ト 

定期考

査(論

述) 

ワーク

シート 

授業観

察 

振り返

り 

シート 

ノート 

（プリン

ト） 

第
２
部 

国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち 

１．大衆運動の芽ばえ 

２．第一次世界大戦 

３．第一次世界大戦と

日本 

４．ロシア革命とその

影響 

５．社会運動の広がり 

a:日露戦争後の日本の政治、第一次世界大戦と、戦後の世界情勢と日

本への影響について、諸資料から関連する情報を獲得し、知識を身に

つけている。 

b:日露戦争から第一次世界大戦後の世界情勢について、多面的・多角

的に考察し、説明することができる。またロシア革命とソ連の成立、

日本における社会運動の広まりの政治的・思想的影響について説明す

ることができる。 

c:日露戦争から第一次世界大戦後の世界情勢について、主体的に追求

しようとしている。 

定期考

査 

小テス

ト 

定期考

査(論

述) 

ワーク

シート 

授業観

察 

振り返

り 

シート 

ノート 

（プリン

ト） 

６．国際協調 

７．アジアの民族運動 

８．大量生産・大量消

費社会 

９．世界恐慌 

１０．独裁勢力の台頭 

a:第一次世界大戦後の世界についての諸資料に基づき、第一次世界大

戦が世界にもたらした影響と変化についての知識を身につけている。 

b:第一次世界大戦が世界にもたらした政治的・経済的影響と変化につ

いて、多面的・多角的に考察し、関連する事象の意義を説明すること

ができる。 

c: 第一次世界大戦が世界にもたらした政治的・経済的影響と変化に

ついて主体的に追求しようとしている。 

定期考

査 

小テス

ト 

定期考

査(論

述) 

ワーク

シート 

授業観

察 

振り返

り 

シート 

ノート 

（プリン

ト） 

１１．日本のアジア侵

出 

１２．第二次世界大戦 

１３．第二次世界大戦

と日本 

１４．第二次世界大戦

の終結 

１５．戦後国際秩序 

a:第二次世界大戦に至る過程とその展開、各国の動向、戦時下の人々

の生活、終戦後の世界の国際関係についての知識を身につけている。 

b:第二次世界大戦に至る過程とその展開、各国の動向、終戦後の世界

の国際関係について多面的・多角的に考察し、関連する事象の意義を

説明することができる。 

c: :第二次世界大戦に至る過程とその展開、各国の動向、戦時下の

人々の生活、終戦後の世界の国際関係について主体的に追求しようと

している。 

定期考

査 

小テス

ト 

定期考

査(論

述) 

ワーク

シート 

授業観

察 

振り返

り 

シート 

ノート 

（プリン

ト） 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


